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1451年 2 月 3 日，ムラト 2世がエディルネで病没するとハリルは，アナ
トリア西部マニサ地方の太守であった皇子メフメトに使者を送り，急ぎ


































































塔の建設をまかされた［Doukas : 196 ; Oxford Anonymous : 448］4）。また，
ハリルはウルバン砲の鋳造を監督し，コンスタンティノープル内部の情報




賛成にまわり，大勢は決した［Inalcık 1954 : 125127 ; Inalcık 1957 : 510 ;
･
Uzunçarşılı 1974 : 72 ; Inalcık 2003 : 397］。おそらくこれを受けてハリルは
1453年 2 月，ビザンツ皇帝コンスタンティヌス11世（位 1449～1453）に
使者を送り，スルタンがコンスタンティノープル攻撃を決意したことを知
らせた［Phillipides & Hanak 2011 : 573］。オスマン朝史料によると，ハリ
･






132 ; Âşık-Ö : 226b227a ; Oxford Anonymous : 448 ; Neşrî-Mz : 180 ; Neşrî-A :
688 ; Kemal : 8890］。ビザンツ史料においてもハリルは「異教徒の仲間
（gâvur ortağı）」と呼ばれ，ビザンツの友として多くの賄賂を受け取って




















に同意しなかった［Hasht 2197 : 371b ; Hasht 2198 : 102a ; Inalcık 1954 : 128］。
有名なオスマン艦隊の陸揚げ作戦が決定された 4月22日の軍事会議にお
いても，ハリル率いる和平派とザガノスらの主戦派が対立した［Babinger











の状況を伝えた［Leonard : 3133 ; Tedaldi-M : 56 ; Tedaldi-P : 169179 ;








メトと和平せず抵抗するよう勧めたことが暴露された［Leonard : 3940 ;
Phillipides & Hanak 2011 : 602］6）。その後まもなくハリルはエディルネま
たはコンスタンティノープルで処刑された［Leonard : 40 ; Oruç : 6667,







ルと同様，融和的な外交政策を進めた［今澤 2013 : 7274］。
上述のように1451年 2 月，メフメト 2世が即位した際，サルジャは第 2
宰相に就任した。同年春，メフメトがカラマンに遠征した際には，自身に
「好意的であった」サルジャをエディルネに残し［Chalkokondyles : 163］，
西方の監督を任せたというから［Wittek 1951 : 330］8），メフメトとの関係
は良好であったようだ。
1452年春，ルメリ・ヒサルの建設が開始されると，サルジャは北側の塔























ジャがエディルネで大砲の鋳造に従事したという［Sadeddin : 419 ; Bostan
2009 : 170］10）。
コンスタンティノープル包囲中，サルジャは大宰相ハリルとともに本営
に位置した［Kritovoulos : 42 ; Runciman 1969 : 128］11）。また， 5月29日の
後の総攻撃においてオスマン軍は 3つの軍団に分けられ，その一つをサ









じられたことを記しており［Neşrî-Mz : 183; Neşrî-A : 716 ; Kemal : 114 ;
Stavrides 2001 : 115］，オルチの記述はこれを補完するものである。した
がってサルジャは1454年の第 1次セルビア遠征後に解任されたと考えて良
いであろう。














証人として，“Ishāq Beg b. ‘Abd Allāh al-khāzin hadrat Khudāwandgār” と
署名している人物と同一視されており［Schwarz 1981 : 54 ; Uzunçarşılı 1948
: 325, n. 1 ; Gazavat : 93, n. 14］，宮廷で財宝を管理する奴隷であったと考




てマニサに隠遁したことを記しており［Oxford Anonymous : 441 ; Neşrî-
Mz : 172 ; Hasht 2199 : 348b ; Hasht 2197 : 302b］，現在でもこれが受け入れ
･


















で署名があることから確実である［Inalcık 1954 : 102103 ; Inalcık 1960b :
613］。オルチによれば，1448年コソヴォの戦い直前でも，この 3人が宰相






3宰相となった［Kemal : 19 ; Hasht 2198 : 77b ; Hasht 2197 : 362b; Oruç : 64,









つけられた［Kemal : 2122 ; Oxford Anonymous : 447 ; Hasht 2198 : 94a








遠征後という指摘もある［Imber 1990 : 146］。実際，オスマン朝諸年代記
ではカラマン遠征におけるイスハクの行動にはいっさい言及されず，メフ
メト自らがアナトリア軍を率いたことが記されている。また文書史料でも
1451年 8 月 5 日の時点でなおオズグル・オールがアナドル・ベイレルベイ






まった［Oxford Anonymous : 447 ; Kemal : 2122 ; Hasht 2198 : 95b ; Hasht
2197 : 367b ; Sadeddin : 416］。
1452年春，ルメリ・ヒサルの建設が始められると，アナドル・ベイレル




［Kritovoulos : 4142 ; Tursun : 40a ; Kemal : 50 ; Stavrides 2001 : 112 ; Phil-






任務であった［Kritovoulos : 65 ; Stavrides 2001 : 112 ; Runciman 1969 : 128］14）。
この総攻撃においてイスハクはビザンツの守備隊に撃退され，メフメト 2
世はこれに憤慨したとされるが，メフメトがアナトリア軍に期待したのは，














た［Oruç : 72, 124 ; Oruç-P : 80b81a ; Oruç-M: 64b］17）。しかし1458年にな
るとアナドル・ベイレルベイはシャラブダール・ハムザ・ベイに代わって
いるので，この時までにイスハクは解任されていたことになる［Oruç : 72 ;
Oruç-P : 81a ; Oruç-M: 65a］。
メフメト 2世時代末期に大宰相となるカラマニー・メフメト・パシャが，
･
その前職のニシャンジュであった時期に署名（Muhammad b. ‘Ārif al-maw-
law ı̄ al-tawqı̄ ‘ ı̄）を行なったワクフ文書がある。その証人の筆頭として宰
･
相のイスハク・ブン・アブドゥッラー（Ishāq b. ‘Abdullāh al-waz ı̄r）が署
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上述のように，1451年 2 月メフメトが即位した際，大宰相ハリル，第 2
宰相サルジャ，第 3宰相イスハクであったが，その後まもなくイスハクは
ブルサに送られ，後任としてシェハーベッディンが第 3宰相となった［Ke-
































ガノスはアルバニア人の改宗者とされる［Tedaldi-M: 4, 5 ; Tedaldi-P : 161 ;
･
Jorga 1909 : 5 ; Inalcık 1954 : 86 ; Stavrides 2001 : 63; Emecen 2013 : 72］24）。
通説ではデウシルメ出身となっているが［Savvides 2002 : 384 ; Emecen
2013 : 72］，確証はない。
ムラト 2世の宮廷で財宝の管理責任者（hazînedâr-başı）を務めたあと，
843年ズィルカデ月上旬（1440年 4 月 1 ～10日）にアルバニアのサンジャ
･
ク・ベイとなった［Inalcık 1954 : 86］。アルバニア・サンジャクのティマー
ル授与台帳によると，1442年初までにアルバニアのサンジャク・ベイはハ




































はこの戦いに従軍したという［Jorga 1908 : 442］。
このあとムラトは，ハリルの説得にもかかわらず復位せず，ふたたびマ
ニサに隠退した。これはハリルと敵対していたザガノスにとって大きな政



























lipides & Hanak 2011 : 399, n. 15］。
1453年 4 月に始められたコンスタンティノープル包囲でザガノスは，金
角湾を挟んだペラ（ガラタ）地区に布陣し，北側の城壁を担当した［Krito-





















てた計画にもとづくものと記している［Tedaldi-M: 4, 5 ; Tedaldi-P : 143
145, 161163, 167169, 179］。
この総攻撃でザガノスはペラから浮き橋を通ってコンスタンティノープ
ル北側の城壁を攻撃した［Kritovoulos : 65, 68 ; Tedaldi-M: 7 ; Tedaldi-P :
181 ; Barbaro : 6667］。また，降伏を申し出たペラ地区にも入城して秩序
をただし［Kritovoulos : 76 ; Doukas : 230 ; Chalkokondyles : 203］， 6 月 1
日にはペラ住民の生命・財産の保障と交易の自由を約束する勅令（aman-
･







大宰相に任命されたと考えられている［Inalcık 1954 : 134135 ; Inalcık
1960a : 413415 ; Stavrides 2001 : 63 ; Savvides 2002 : 384 ; Emecen 2013 :
73］27）。それ以降もスルタンの奴隷を多く大宰相に就けることによって，
メフメト 2世は権力を強化したとされる。こうしたことから，この1453年
はオスマン朝宰相制の画期とみなされている［Stavrides 2001 : 6670 ;
･




































［Babinger 1978 : 140141］。ザガノスはその責任を取らされて同年，大宰
相から解任され（後任はマフムート・パシャ），バルケシルに追放された
･ ･
















ンジャク・ベイに任命された［Chalkokondyles : 319］。メフメト 2世の第
2次モレア遠征では，軍を率いてモレア北西部の諸城を征服した。その際
の住民に対する残虐行為のため解任されたが，まもなく再任された
［Chalkokondyles : 329339 ; Babinger 1978 : 173, 176177 ; Savvides 2002 :
384 ; Emecen 2013 : 73］。翌61年にはメフメト 2世のトラブゾン遠征にも
参加したとされる［Berki 1960 : 27; Emecen 2013 : 73］。
1463年にはマケドニア地方のサンジャク・ベイに任命され，この時期，
スルタンからトラブゾン皇帝の娘アンナが与えられたという［Chalkokon-






のワクフ文書（写し）が現存している［Berki 1960 : 25 ; Ayverdi 1973 : 60 ;
Çobanoğlu & Erzincan 2013 : 7374］。1464年以降に没し，バルケシルに埋
葬された［Savvides 2002 : 384 ; Emecen 2013 : 73］31）。
6．ニシャンジュ・イブラヒム
この人物は，866年レジェブ月下旬（1462年 4 月下旬）付のワクフ文書
において，“munshı̄’ al-mabarrāt … iftikhār al-‘ulamā’ wa al-akābir … Tāj al-
･














ともにメフメトを支持したとされる［Inalcık 1954 : 74, 80］。しかしながら
大宰相ハリルとの抗争に敗れ，1446年，ムラト 2世が復位した際には，イ







たのかもしれない［Inalcık 1954 : 112, n. 196］。
ヒュサメッディンによると，チャンダルル・ハリルが解任されたあと，
イブラヒムがニシャンジュから第 2宰相に昇進したが，1454年には失脚し

















重要な地位を占めている。父ヴェリユッディン Veliyüddin b. Ilyas Hüseyinî
はムラト 2世時代にメドレセ教授，エディルネのカーディー，カザスケル
等を歴任した［今澤 1995：5］。この家系は，アリーの次子フサインの子
孫（サイイド）とされる［Taşköprüzade : 200 ; Köprülü 1941 : 188］。ムラ
ト 2世時代初期の830（1426/27）年頃，エディルネで誕生したアフメト
は，当時のウレマーに学んだあと，ブルサのムラディエ・メドレセの教授
となった［Taşköprüzade : 200 ; Mecdî : 217］。
1451年，メフメト 2世即位後，モッラー・ヒュスレウに代わってエディ
ルネのカーディーとなり，まもなくカザスケルに昇進した。その後アフメ
トはメフメト 2世のホジャとなった［Taşköprüzade : 200 ; Mecdî : 217 ;
･
Köprülü 1941 : 188 ; Inalcık 1960c : 292 ; Repp 1986 : 164］。857年サフェル
月（1453年 2 ～ 3 月）付の文書に，チャンダルル・スレイマン（ハリルの





パシャを派遣している［Hasht 2198 : 106b107a（margin）; Hasht 2197 :


















フメト・パシャであったことを記しているので［Oruç : 72 ; Oruç-P : 80b
81a ; Oruç-M: 64b］，その後しばらく宰相にとどまったものと推察される。













200 ; Mecdî : 218 ; Köprülü 1941 : 188 ; Inalcık 1960c : 292 ; Kut 1989 :111］。
902（1496/97）年，アフメト・パシャはブルサで没し，ムラディエ・
メドレセ近くのテュルベに埋葬された［Âşık Çelebi : 290 ; Köprülü 1941 :
･





































1）Hasht 2198 : 77b. この写本はバヤズィト 2世時代に成立したが，セリム 1




いる［Oruç : 123 ; Oruç-M: 51b52a］。
3）なおイナルジクは，メフメト 2世即位当初の宰相として，大宰相ハリル，
第 2宰相にはシェハーベッディン，第 3宰相がサルジャ，そして第 4宰相に
はザガノスが任命されたとするが，その史料的根拠は示されていない
･ ･ ･
［Inalcık 1954 : 111113 ; Inalcık 1957 : 509 ; Inalcık 2003 : 397］。
4）ルメリ・ヒサルは1452年 4 月15日～ 8 月31日に建設された［Runciman
1969 :66 ; Ayverdi 1973 : 630631 ; Babinger 1978 : 76］。
5）Kir Lukaが「ノタラス公」を意味することについては，Phillipides & Hanak
2011 : 122 参照。Kir/Chir（κύρ）は Kyrios（κύριος）の短縮形［Philippides






［Inalcık 1954 : 8182 ; Uzunçars̨ılı 1974 : 8283, 90］。
























ムラト 2世の死に至るまで，数葉欠落している［cf. Oruç-M: 50b51a］。
13）ケマルパシャザーデも，イスハクがアナドル・ベイレルベイに任命された





軍門の近くのペーゲー門に布陣した［Tedaldi-M: 7; Tedaldi-P : 181］。
15）ただし一部のオスマン朝諸年代記では，シヴリジェ・ヒサルはメフメト自
らが征服したことになっている［Oruç-P : 80a ; Oruç-M: 63b ; Oxford Anony-
mous : 450 ; Hasht 2198 : 123b ; Hasht 2197 : 385b］。




文書で，証人として署名している “Melik-ül ümera il ‘izâm Cemaleddin Ishak
･


























れを受け入れた［Âşık-G : 133 ; Âşık-Ö : 228b229b］。イナルジクはこの人物
を今取り上げているシェハーベッディンと同定し，1457年までには宰相から
･






リベの発展に大きく寄与した［Ayverdi 1972 : 479485 ; Kiel 1996 : 80］。
24）出自については諸説あり， 近では，名前の特有性からジプシー出身説も
出されている［Phillipides & Hanak 2011 : 118119, n. 100］。
25）なお，一部のオスマン朝年代記は，この時ザガノスはアタ・ベイには任命
されず，バルケシルに引退させられたことを記す［Oxford Anonymous : 443 ;
Nes̨rî-Mz : 174］。これにもとづいて，ザガノスは1446年にバルケシルに追放
され1451年メフメトが再位した際エディルネに呼び出されたとする説
［Berki 1960 : 27］や，ザガノスはいったんバルケシルに引退したが，まもな
くマニサに召し出され皇子メフメトに仕えるようになったとする説［Eme-
cen 2013 : 72］などもある。
26）エメジェンも，1451年メフメトが即位した際，ザガノスが宰相に任命され，








るが，ザガノスは娘をメフメト 2世に与えて義父にもなった［Inalcık 1954 :
128, n. 273 ; Stavrides 2001 : 63 ; Emecen 2013 : 73］。
ヒュサメッディンはハリル解任後，大宰相には第 2宰相であった Bergosı




28）実際，858年レビーⅠ月下旬（1454年 3 月21日～ 3月30日）付の文書に，
ギュラーニーがカザスケルとして署名している［cf. Gökbilgin 1952 : 349］。
29）ただしオルチによると，ベオグラード遠征後もザガノスはなお宰相として




のラテン人艦隊を攻撃したという［Savvides 2002 : 384］。
31）バルケシルに残るザガノス廟の碑文によると，865（1460/61）年に死去
したことになっているが，この碑文は20世紀初めになってザガノスの子孫に




作成されたとする［Berki 1960 : 2829］。もしこれが事実であれば，墓碑の865
年はやはり正しいのかもしれない。その場合，マケドニアのサンジャク・ベ
イ以降のザガノスは別人ということになろう。
32）ドゥーカスの書の英訳では “Said Ahmad Pasha” と表記されているが，ギ
リシア語原文では “Σεητὴ ’Αχματ πασία（Seiti Akhmat Pasia）”となっているか
ら（Ducae, Historia Byzantina, ed. I. Bekker, Bonn, 1834, 330 ; cf. Stavrides
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Âşık-Ö : Âşıkpaşazâde Tarihi［Osmanlı Tarihi（12851502）］,（ed.）N. Öztürk, Is-
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